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概要（目的・用途・実施
内容）

Abstract (Aim, Use
Applications and

Contents)

金属有機構造体（MOF）を含むナノ・マイクロプラスチック材料について、それら
の力学特性を、原子間力顕微鏡を用いて評価した

実験
Experimental

γ-シクロデキストリン（γ-CD）を固定化したポリエチレンテレフタレート（PET）
フィルムを用いて、γ-CDからなるCD-MOFゲル固定化PETフィルムを作製した。
一方、PETを細片後（Untreated）、紫外線（UV）および超音波（US）照射するこ
とによりマイクロプラスチック（UV/US treated）を作製した。得られた材料の力
学特性を原子間力顕微鏡（KT-304：走査型プローブ顕微鏡システム）により評価
した。

結果と考察
Results and Discussion

図１にCD-MOFゲルの力学的特性に及ぼす架橋剤濃度の依存性を、図２(a)にPETマ
イクロプラスチックの力学特性と免疫応答を示す。いずれの測定対象についても、
それぞれの力学特性を評価することができた。また、図２(b)に示すように、マイク
ロプラスチックの力学特性が免疫応答に対し影響を及ぼすことが示唆された。
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Equations 1

図１ CD－MOFゲルの力学特性に及ぼす架橋剤濃度の影響
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図2 PETマイクロプラスチックの力学特性と免疫応答
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